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1.  平成25年5月期の連結業績（平成24年6月1日～平成25年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年5月期 42,998 4.0 218 △55.0 255 △47.9 86 △61.6
24年5月期 41,353 ― 485 ― 490 ― 225 ―

（注）包括利益 25年5月期 182百万円 （△12.7％） 24年5月期 208百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年5月期 14.72 14.64 4.2 1.6 0.5
24年5月期 38.68 38.32 11.7 3.2 1.2

（参考） 持分法投資損益 25年5月期  ―百万円 24年5月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年5月期 16,652 2,144 12.9 362.13
24年5月期 15,783 1,999 12.7 341.97

（参考） 自己資本   25年5月期  2,144百万円 24年5月期  1,999百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年5月期 647 △601 △17 507
24年5月期 △177 △485 645 472

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年5月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 58 25.9 3.0
25年5月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 59 67.9 2.8
26年5月期(予想) ― 5.00 ― 5.00 10.00 25.1

3. 平成26年 5月期の連結業績予想（平成25年 6月 1日～平成26年 5月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 21,800 7.0 9 ― 14 ― △29 ― △4.94
通期 45,500 5.8 420 92.5 430 68.5 235 171.9 39.84
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※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年5月期 6,021,600 株 24年5月期 5,947,600 株
② 期末自己株式数 25年5月期 100,004 株 24年5月期 100,004 株
③ 期中平均株式数 25年5月期 5,893,200 株 24年5月期 5,836,138 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成25年5月期の個別業績（平成24年6月1日～平成25年5月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年5月期 41,259 3.5 382 △22.6 375 △25.3 206 △14.4
24年5月期 39,869 2.7 494 45.4 502 57.0 241 177.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年5月期 35.12 34.92
24年5月期 41.43 41.05

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年5月期 15,591 2,280 14.6 385.14
24年5月期 14,741 2,015 13.7 344.71

（参考） 自己資本 25年5月期  2,280百万円 24年5月期  2,015百万円

2. 平成26年 5月期の個別業績予想（平成25年 6月 1日～平成26年 5月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表及び財務諸
表の監査手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 21,042 5.9 60 39.6 67 46.4 24 41.0 4.06
通期 43,416 5.2 400 4.8 415 10.8 221 7.1 37.45
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 (1）経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による景気の低迷から持ち直しが見られたものの、

欧州の債務問題などによる世界経済の低迷や、近隣諸国との関係悪化による輸出の減少など厳しい状況で推移して

おりました。しかし、年末の政権交代を機に、金融緩和及び財政政策による円安・株高の進展から輸出環境の改善

等の動きが見られております。先行きに関しましては、海外景気の下振れによるリスクが残るものの、回復へ向か

うことが期待されております。 

当社グループの主要販売先である外食産業におきましては、消費者の節約志向・低価格志向は根強く、引き続き

厳しい経営環境が継続しております。 

このような環境のなか、当社グループでは業務用食品等の卸売事業である「外商事業」において、関東地区にお

ける新規開拓の強化に加え、前連結会計年度に獲得した新規得意先が寄与し、売上が伸長いたしました。また、業

務用食品等の小売事業である「アミカ事業」において、新規店舗の開業や既存店舗のリニューアルを行うなど、来

店客数の増加に向けた取り組みを進めてまいりました。 

両事業におきましては、収益性の向上を図るため、当社プライベートブランド商品である「Ｏ！Ｍａｒｃｈｅ

（オーマルシェ）」、「プロの選択」や業務用食品販売事業者の共同オリジナルブランド商品である「ＪＦＤＡ

（ジェフダ）」の販売強化と全社的な業務の効率化を継続して行ってまいりました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は429億98百万円（前期比4.0％増）となったものの、水産品事業における主

力商品の在庫評価損等により売上総利益が前年と比較して46百万円減少したほか、営業強化及び店舗の増加等によ

る人件費の増加や売上増に伴う運搬費の増加等により、営業利益は２億18百万円（前期比55.0％減）、経常利益は

２億55百万円（前期比47.9％減）、当期純利益は86百万円（前期比61.6％減）となりました。 

  

② 次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、当社グループの販売先である外食産業の伸び悩みが引き続き懸念されますが、外

商事業では、既存得意先との深耕に努めるとともに、東京支店と横浜支店の２支店体制による関東地区の営業力強

化を図ってまいります。また、アミカ事業では、東海地区のドミナント化を図るために新規店舗の開業を進めるほ

か、既存店舗のリニューアルを実施し、販売強化に努めてまいります。当社の外商事業、アミカ事業及び連結子会

社の水産品事業が連携することにより、水産品ラインナップの強化による顧客へのさらなるサービスの充実など相

乗効果を発揮して、幅広いお客様の獲得につなげてまいります。 

これにより、連結業績予想の通期につきましては、売上高455億円、営業利益４億20百万円、経常利益４億30百

万円、当期純利益２億35百万円を予想しております。また、第２四半期累計期間につきましては、売上高218億

円、営業利益９百万円、経常利益14百万円、四半期純損失29百万円を予想しております。 

個別業績予想の通期につきましては、売上高434億16百万円、営業利益４億円、経常利益４億15百万円、当期純

利益２億21百万円を予想しております。また、第２四半期累計期間につきましては、売上高210億42百万円、営業

利益60百万円、経常利益67百万円、四半期純利益24百万円を予想しております。 

   

１．経営成績・財政状態に関する分析
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 (2）財政状態に関する分析 

① 資産・負債及び純資産の状況  

当連結会計年度末の資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して受取手形及び売掛金が６億９百万円

増加したこと等により、流動資産は全体で６億46百万円増加しました。一方固定資産は、建物及び構築物が１億19

百万円減少しましたが、投資有価証券が４億６百万円増加したこと等により、全体で２億21百万円増加しました。

その結果、資産総額は前連結会計年度末と比較して８億68百万円増加し、166億52百万円となりました。 

 負債残高につきましては、前連結会計年度末と比較して短期借入金が４億24百万円減少しましたが、支払手形及

び買掛金が６億84百万円増加したこと等により、流動負債が全体で２億92百万円増加しました。一方固定負債は、

長期借入金が３億９百万円増加したこと等により、全体で４億31百万円増加しました。その結果、負債総額は、前

連結会計年度末と比較して７億23百万円増加し、145億７百万円となりました。 

純資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して、その他有価証券評価差額金が95百万円増加したこと

等により、１億44百万円増加し、21億44百万円となりました。 

   

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは６億47百万円の収入となりました。これは、売上

債権の増加６億９百万円があったものの、減価償却費５億４百万円の計上、仕入債務の増加６億84百万円等による

ものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは６億１百万円の支出となりました。これは、投資有価証券の取得４億９百

万円等の支出によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは17百万円の支出となりました。これは、長期借入れにより26億円の収入が

あったものの、短期借入金の純減額４億24百万円、長期借入金の返済21億51百万円等の支出によるものでありま

す。 

これらに為替差額を合わせた結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ35百万円増加し、５億７百万

円となりました。 

     

(参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注３）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。  

（注４）各指標は、平成23年５月期は財務諸表より計算しており、平成24年５月期より連結の財務数値を使用してお

ります。  

   平成23年５月期  平成24年５月期  平成25年５月期 

自己資本比率（％）  12.6  12.7  12.9

時価ベースの自己資本比率（％）  13.7  14.6  17.9

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 8.1  －  12.8

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 16.4  －  11.7
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 (3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題と考え、中長期的な企業価値の増大が利益還元の最大の源泉にな

るものと考えております。配当政策につきましては、将来の企業価値の増大に向けた事業展開のための内部留保を図

るとともに、当社の財務状況、収益動向及び配当性向等を総合的に判断しつつ、継続的かつ安定的な配当を行うこと

を基本的な方針としております。 

 平成25年５月期に係る配当につきましては、上記の方針に基づき１株当たりの期末配当金５円を予定しておりま

す。これにより、当期の年間配当金は１株当たり10円となる予定です。 

 また、次期の１株当たり配当金につきましても、中間配当金５円、期末配当金５円の年間10円を予定しておりま

す。 

 内部留保資金の使途につきましては、新店舗への投資、人材確保・育成投資、及び物流・販売拠点整備投資並びに

経営管理機構の強化等中長期的な企業価値の増大を図るための先行投資に投入していくこととしております。   
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事業の内容  

 当社グループは、当社及び連結子会社１社により構成されております。当社グループの事業に関わる位置づけ及び事

業の種類別セグメントとの関連は以下のとおりであります。 

   

（外商事業） 

 当社は、東海地区を中心に関東地区から関西地区までを本支店・営業所・物流センターの９拠点でカバーし、主に

ホテル・レストラン等で使用される食品から給食・弁当・惣菜等に使用される食品の卸売を行っております。 

（アミカ事業） 

 当社は、小規模外食業者及び一般消費者に対して、現金で販売し商品をお客様自身に持ち帰っていただくキャッシ

ュアンドキャリー形式による直営店舗「アミカ」を、愛知・岐阜を中心に東京・静岡・三重・滋賀の１都５県に38店

舗展開しております。 

（水産品事業） 

 株式会社マリンデリカは、食品メーカー及び食品卸売会社等に対して、貝類を中心とした水産品の卸売を行ってお

ります。 

   

 事業系統図は次のとおりであります。 

 
    

２．企業集団の状況
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(1）会社の経営の基本方針 

当社グループは、業務用食品商社として、「食」「豊かさ」の本質を追究し、お客様、社員の幸福、豊かな社会の

実現に貢献するという基本理念を掲げております。各事業セグメントを通じまして、あらゆる食シーンに業務用食材

等の販売、情報の提供及び提案を進めることにより事業を拡大してまいりました。 

当社グループの基本方針は、①お客様、お取引先との信頼関係をより深めていくこと、②社内環境の整備と合理

化・効率化を図っていくこと、③食に関するプロとしての責任と誇りを持ち、社会に奉仕することであります。 

この基本方針に基づき、多様化するお客様のニーズにお応えすることにより、市場の深耕を図り、一層の経営基盤

の強化と業績の向上に努めてまいります。 

企業価値の向上を目指し、お客様、従業員、株主・投資家、お取引先、地域社会などのステークホルダーに対する

社会的責任を果たしていくことをお約束いたします。 

   

(2）目標とする経営指標 

当社グループは、売上高経常利益率を主な経営指標とし、その目標を３％以上としております。 

会社本来の営業活動から生じた営業利益に、金融収支が加わった経常利益の売上高に対する比率を指標とすること

により、継続的な収益力の改善効果を測定し、経営判断を行うことが重要であると考えております。 

目標達成に向け、収益性の高いアミカ事業の売上高比率を高めることや、仕入・販売の諸施策、ロスの削減による

粗利益率の向上、業務の効率性の追求による販管比率の低下を追求しております。  

  

(3）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループでは、中期的な経営戦略を策定し、「人材の育成」及び「収益性の向上」、「関東地区における販路

の拡大」を目指し、全社を挙げて取り組んでおります。 

人材の育成につきましては、すべての取り組みにおいて推進力となるのは人材であるとの考えに基づき、食のプロ

としてお客様の立場からアドバイスできる人材を育成するとともに、従来からの現場教育に加えて、業務の標準化、

効率化を図るための業務フローや各種マニュアル等の整備を行ってまいります。また、企業として「豊かな社会の実

現に貢献する」ために、コンプライアンス経営が重要であるとの考えから、コンプライアンス体制の整備、法令及び

定款の遵守を徹底するための教育・研修の充実を図ってまいります。 

収益性の向上につきましては、外商事業、アミカ事業におけるプライベートブランド商品及び業務用食品販売事業

者の共同オリジナルブランドの販売強化とともに、水産品事業を加えた３事業のシナジー効果を活かした水産品のラ

インナップ強化や購買方法の検討等、販売・購買の両面から売上総利益の確保に努めてまいります。また、全社的な

業務効率化の推進のほか、外商事業における物流業務の改善やアミカ事業における店舗業務の生産性の向上等によ

り、販売管理費の抑制を図ってまいります。 

関東地区における販路の拡大につきましては、外商事業において、東京支店による大手外食チェーンに対する一括

物流の提案のほか、横浜支店によるホテルやレストラン等、多様な外食産業に対する新規開拓の強化に努めてまいり

ます。また、アミカ事業において、東海地区のドミナント化に加え、関東地区における店舗展開を見据えた顧客ニー

ズの把握に努めてまいります。 

   

３．経営方針
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(4）会社の対処すべき課題 

当社グループを取り巻く環境は、販売先である外食産業において、依然として節約志向による外食利用の手控え

や低価格指向が継続すると見込まれることから、大変厳しい経営環境が継続しております。 

このような環境のなか、当社グループは各事業セグメントで課題に取り組み、企業価値の向上を図ってまいりま

す。 

  

 ① 当社グループに共通した課題  

 当社グループの課題として、人材や商品力で他社と差別化することが重要であると考えております。 

 人材による差別化とは、多様化するお客様のニーズに的確に応え、満足していただける人材を育成することであ

り、教育体系を確立し、営業体制ならびに管理体制を強化することが必要であると考えております。それぞれの事

業の販売方法に合わせた社員のスキルアップと細かなデータの活用とともに、各事業セグメントの相乗効果で厳し

い市場環境を乗り切るための提案力を磨いてまいります。 

 もう１つの差別化は商品力であり、価格・品質・健康志向・高齢者向けなど他社との差別化を図ることのできる

商品の開発が必要であると考えております。グループ全体で開発に取り組み、市場シェアの拡大を図ってまいりま

す。   

  

 ② 外商事業の課題  

 外食産業の市場規模は、近年横ばいで推移しておりますが、より一層競争が激しくなることも予想されることか

ら、得意先との深耕を図るため、これまで以上に顧客ニーズを把握し、提案力を備えた営業活動を進めていく必要

があると考えております。既存得意先の売上伸長とともに、新規得意先の開拓を進めていくことで営業基盤を拡大

し、安定した収益を確保していくことが重要な課題であると考えております。 

   

 ③ アミカ事業の課題  

 東海地区では比較的競争が少ない状況でありますが、同業他社の進出も予想されることから、当該地区における

一層のドミナント化が必要であると考えております。赤羽西口店、竹ノ塚店に続く関東地区の店舗展開を見据えた

顧客ニーズの把握に努めるとともに、ネットショップと実店舗の情報共有により商品ラインナップの充実を図って

まいります。 

 また、アミカ事業の特長である顧客サービスを重視した直営店舗展開を推進するための人材育成と関東地区の店

舗展開に対応可能な物流の構築が必要であると考えております。 

   

 ④ 水産品事業の課題  

 水産品事業では、商品力の強化が重要な課題であると考えております。新商品の開発など水産品ラインナップの

強化により、顧客へのさらなるサービスの充実を図ります。また、当社の外商事業及びアミカ事業と連携し、相乗

効果を発揮することにより、当社グループの幅広いお客様の獲得につなげてまいりたいと考えております。 

   

 ⑤ 食品安全に関する課題 

 食品に対する安全・安心がより強く求められております。 

 プライベートブランド商品の製造委託工場におきまして、衛生管理体制、品質管理体制など品質管理の強化を図

ってまいりました。また、賞味期限管理につきましても、商品管理の徹底により期限切れの商品の販売防止を図っ

てまいりました。 

 今後におきましても、製造委託工場のチェック担当者の品質管理に対する知識を深めるために研修等を実施し、

また期限切れ管理など品質管理を一層強化することで、安全・安心を追求して消費者の皆様に十分な信頼を頂ける

よう努めてまいります。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 822,026 857,884

受取手形及び売掛金 3,312,495 3,921,926

商品 2,838,101 2,811,383

貯蔵品 8,237 14,231

繰延税金資産 106,045 85,745

その他 683,171 722,432

貸倒引当金 △21,619 △18,323

流動資産合計 7,748,457 8,395,279

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,238,707 4,119,263

機械及び装置（純額） 229,101 241,732

土地 306,355 306,355

リース資産（純額） 134,642 193,767

建設仮勘定 3,517 682

その他（純額） 262,017 208,592

有形固定資産合計 5,174,341 5,070,393

無形固定資産   

のれん 7,867 5,900

その他 55,953 49,675

無形固定資産合計 63,821 55,576

投資その他の資産   

投資有価証券 1,337,762 1,744,406

繰延税金資産 204,822 161,103

その他 1,337,554 1,249,904

貸倒引当金 △83,033 △24,500

投資その他の資産合計 2,797,105 3,130,914

固定資産合計 8,035,268 8,256,884

資産合計 15,783,726 16,652,164
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,010,746 4,695,593

短期借入金 2,670,000 2,246,000

1年内返済予定の長期借入金 1,937,120 2,076,986

リース債務 2,138 7,051

未払法人税等 153,256 51,355

賞与引当金 144,517 127,962

ポイント引当金 25,283 31,706

その他 584,351 583,183

流動負債合計 9,527,414 9,819,840

固定負債   

長期借入金 3,606,553 3,915,619

リース債務 8,082 49,034

退職給付引当金 175,206 202,697

役員退職慰労引当金 210,474 232,985

資産除去債務 232,714 243,972

その他 23,600 43,606

固定負債合計 4,256,631 4,687,915

負債合計 13,784,046 14,507,755

純資産の部   

株主資本   

資本金 464,302 475,032

資本剰余金 368,174 378,830

利益剰余金 1,260,988 1,288,914

自己株式 △33,901 △33,901

株主資本合計 2,059,563 2,108,876

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △59,884 35,717

繰延ヘッジ損益 － △183

その他の包括利益累計額合計 △59,884 35,533

純資産合計 1,999,679 2,144,409

負債純資産合計 15,783,726 16,652,164
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 41,353,684 42,998,696

売上原価 32,905,650 34,596,956

売上総利益 8,448,033 8,401,740

販売費及び一般管理費 7,962,370 8,183,111

営業利益 485,662 218,628

営業外収益   

受取利息 13,536 12,553

受取配当金 8,505 5,851

受取賃貸料 39,253 42,506

受取手数料 15,960 17,919

受取保険金 4,254 29,117

その他 24,201 45,102

営業外収益合計 105,713 153,051

営業外費用   

支払利息 55,720 55,573

貸倒引当金繰入額 900 －

賃貸費用 34,377 38,417

固定資産除売却損 5,057 17,576

その他 4,777 4,698

営業外費用合計 100,832 116,266

経常利益 490,543 255,413

特別利益   

投資有価証券売却益 25,892 233

負ののれん発生益 476 －

特別利益合計 26,369 233

特別損失   

固定資産除売却損 17,250 －

投資有価証券売却損 519 －

投資有価証券評価損 13,637 －

特別損失合計 31,407 －

税金等調整前当期純利益 485,504 255,647

法人税、住民税及び事業税 225,440 155,768

法人税等調整額 29,970 13,106

法人税等合計 255,410 168,875

少数株主損益調整前当期純利益 230,093 86,772

少数株主利益 4,325 －

当期純利益 225,768 86,772
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 230,093 86,772

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △21,322 95,601

繰延ヘッジ損益 － △183

その他の包括利益合計 △21,322 95,417

包括利益 208,771 182,189

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 204,516 182,189

少数株主に係る包括利益 4,254 －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 461,808 464,302

当期変動額   

新株の発行 2,494 10,730

当期変動額合計 2,494 10,730

当期末残高 464,302 475,032

資本剰余金   

当期首残高 365,697 368,174

当期変動額   

新株の発行 2,476 10,656

当期変動額合計 2,476 10,656

当期末残高 368,174 378,830

利益剰余金   

当期首残高 1,093,564 1,260,988

当期変動額   

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 225,768 86,772

当期変動額合計 167,424 27,926

当期末残高 1,260,988 1,288,914

自己株式   

当期首残高 △33,901 △33,901

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 △33,901 △33,901

株主資本合計   

当期首残高 1,887,168 2,059,563

当期変動額   

新株の発行 4,970 21,386

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 225,768 86,772

当期変動額合計 172,395 49,312

当期末残高 2,059,563 2,108,876
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △38,561 △59,884

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △21,322 95,601

当期変動額合計 △21,322 95,601

当期末残高 △59,884 35,717

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － △183

当期変動額合計 － △183

当期末残高 － △183

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △38,561 △59,884

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △21,322 95,417

当期変動額合計 △21,322 95,417

当期末残高 △59,884 35,533

少数株主持分   

当期首残高 6,721 －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △6,721 －

当期変動額合計 △6,721 －

当期末残高 － －

純資産合計   

当期首残高 1,855,328 1,999,679

当期変動額   

新株の発行 4,970 21,386

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 225,768 86,772

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △28,044 95,417

当期変動額合計 144,350 144,729

当期末残高 1,999,679 2,144,409
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 485,504 255,647

減価償却費 546,769 504,567

のれん償却額 1,966 1,966

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,981 △61,829

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,442 △16,555

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,003 6,423

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,823 27,491

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,581 22,510

受取利息及び受取配当金 △22,042 △18,405

支払利息 55,720 55,573

固定資産除売却損益（△は益） 22,308 17,576

投資有価証券売却損益（△は益） △25,372 △233

投資有価証券評価損益（△は益） 13,637 －

売上債権の増減額（△は増加） △89,010 △609,431

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,112,903 20,723

未収入金の増減額（△は増加） △47,252 △88,736

仕入債務の増減額（△は減少） 114,023 684,847

未払金の増減額（△は減少） 38,172 18,122

その他の流動資産の増減額（△は増加） △65,043 40,113

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,475 △9,759

その他 52,647 100,177

小計 48,433 950,790

利息及び配当金の受取額 11,576 9,005

利息の支払額 △55,050 △55,346

法人税等の支払額 △182,394 △256,467

営業活動によるキャッシュ・フロー △177,435 647,982

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △350,000 △350,000

定期預金の払戻による収入 350,000 350,000

有形固定資産の取得による支出 △268,271 △332,968

無形固定資産の取得による支出 △40,450 △11,913

投資有価証券の取得による支出 △275,232 △409,925

関係会社株式の取得による支出 △10,500 －

投資有価証券の売却による収入 143,606 150,751

投資有価証券の償還による収入 20,000 －

建設協力金の支払による支出 △12,799 －

敷金及び保証金の差入による支出 △37,661 △6,120

敷金及び保証金の回収による収入 50 －

長期貸付けによる支出 △300 －

長期貸付金の回収による収入 － 149

保険積立金の解約による収入 － 16,320

その他 △3,842 △7,358

投資活動によるキャッシュ・フロー △485,400 △601,065
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 670,000 △424,000

長期借入れによる収入 2,000,000 2,600,000

長期借入金の返済による支出 △1,870,252 △2,151,068

社債の償還による支出 △100,000 －

リース債務の返済による支出 △1,159 △5,273

株式の発行による収入 4,970 21,386

配当金の支払額 △57,970 △58,485

財務活動によるキャッシュ・フロー 645,588 △17,440

現金及び現金同等物に係る換算差額 △49 6,381

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △17,297 35,857

現金及び現金同等物の期首残高 489,323 472,026

現金及び現金同等物の期末残高 472,026 507,884

- 15 -

㈱大光（3160）　平成25年５月期　決算短信

- 15 -



 該当事項はありません。 

   

１．連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数  １社 

連結子会社の名称 株式会社マリンデリカ  

２．持分法の適用に関する事項 

該当事項はありません。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定） 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法 

② たな卸資産 

イ．商品 

 総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定） 

ロ．貯蔵品 

 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定） 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法 

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については、定額法 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物及び構築物        ８～38年 

機械及び装置         ９～17年 

その他 (工具、器具及び備品) ３～20年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③ リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金  

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。 

③ ポイント引当金 

 顧客へ付与したポイントサービスの利用による費用負担に備えるため、利用実績に基づき、将来利用さ

れると見込まれるポイントに対する所要額を見積計上しております。  

④ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上してお

ります。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表の作成のための基本となる重要な事項
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⑤ 役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当連結会計年度末要支給額を計上

しております。 

(4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。 

(5）のれんの償却方法及び償却期間 

のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。 

(6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲  

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか

負わない、取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。  

(7）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年６月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、それ

ぞれ9,520千円増加しております。 

  

  （連結損益計算書） 

 前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取保険金」は、営業外収益の総額の

100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた28,455千円

は、「受取保険金」4,254千円、「その他」24,201千円として組み替えております。 

  

 前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、営業外収益の総

額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させ

るため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた9,834千円

は、「固定資産除売却損」5,057千円、「その他」4,777千円として組み替えております。 

  

（７）会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（８）表示方法の変更
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１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。  

 当社グループは、大手外食チェーン、ホテル、レストラン及び事業所給食等の多様な外食産業等に対し

て、直接販売を中心とした卸売業を行う「外商事業」、小規模外食業者及び一般消費者に対して、現金で

販売し商品をお客様自身に持ち帰っていただくキャッシュアンドキャリー形式による小売業を行う「アミ

カ事業」及び、食品メーカー及び食品卸売会社などに対して、貝類を中心とした水産品の卸売業を行う

「水産品事業」の各事業セグメントにおいて、業務用食品等を販売しております。 

 したがって、当社グループは「外商事業」、「アミカ事業」、及び「水産品事業」の３つを報告セグメ

ントとしております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益（のれん償却前）ベースの

数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年６月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度のセグメント利益が、外商事業で740千円、アミカ

事業で8,780千円それぞれ増加しております。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

（注）１．調整額は以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△745,941千円は、本社経費等であります。 

(2) セグメント資産の調整額2,844,699千円は、本社資産等であります。 

(3) 減価償却費の調整額6,639千円は、本社減価償却費等であります。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額42,890千円は、本社設備投資額であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

（９）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表
計上額 

（注）２ 外商事業 アミカ事業 水産品事業 計 

売上高   

外部顧客への売上高  24,292,061  15,577,565  1,484,057 41,353,684  －  41,353,684

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 1,074  16,395  9,552 27,022  △27,022  －

計  24,293,136  15,593,961  1,493,609 41,380,706  △27,022  41,353,684

セグメント利益又は損失（△）  △117,609  1,357,797  △8,584 1,231,603  △745,941  485,662

セグメント資産  5,325,134  6,495,498  1,118,393 12,939,026  2,844,699  15,783,726

その他の項目   

減価償却費  100,482  435,585  4,061 540,129  6,639  546,769

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
 60,086  226,379  2,187 288,653  42,890  331,543
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当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

（注）１．調整額は以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△828,491千円は、本社経費等であります。 

(2) セグメント資産の調整額2,801,167千円は、本社資産等であります。 

(3) 減価償却費の調整額7,390千円は、本社減価償却費等であります。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額8,929千円は、本社設備投資額であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表
計上額 

（注）２ 外商事業 アミカ事業 水産品事業 計 

売上高   

外部顧客への売上高  25,636,873  15,622,155  1,739,667 42,998,696  －  42,998,696

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 672  78,692  90,243 169,608  △169,608  －

計  25,637,546  15,700,847  1,829,911 43,168,305  △169,608  42,998,696

セグメント利益又は損失（△）  △59,249  1,270,446  △164,077 1,047,119  △828,491  218,628

セグメント資産  6,148,575  6,592,839  1,109,581 13,850,997  2,801,167  16,652,164

その他の項目   

減価償却費  98,303  396,310  2,563 497,177  7,390  504,567

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
 110,274  308,418  642 419,335  8,929  428,264
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前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 国内の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載しておりません。 

  

(2）有形固定資産 

 全ての事業拠点は国内にあります。したがって、地域に関する情報は記載しておりません。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 単一の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％を超えないため記載しておりません。 

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

 国内の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載しておりません。 

  

(2）有形固定資産 

 全ての事業拠点は国内にあります。したがって、地域に関する情報は記載しておりません。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 単一の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％を超えないため記載しておりません。 

  

前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

該当事項はありません。  

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

該当事項はありません。  

  

前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

  

【関連情報】

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

                 （単位：千円） 

  水産品事業  合計 

当期償却額  1,966  1,966

当期末残高  7,867  7,867

                 （単位：千円） 

  水産品事業  合計 

当期償却額  1,966  1,966

当期末残高  5,900  5,900
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前連結会計年度（自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日） 

重要性が乏しいため、記載を省略しております。  

  

当連結会計年度（自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日） 

該当事項はありません。  

  

（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。 

  

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

（１株当たり情報）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年６月１日 

至 平成25年５月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭 341 97 円 銭 362 13

１株当たり当期純利益 円 銭 38 68 円 銭 14 72

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 円 銭 38 32 円 銭 14 64

  
前連結会計年度 

（平成24年５月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年５月31日） 

純資産の部の合計額（千円）  1,999,679  2,144,409

純資産の部の合計額から控除する金額（千円）  －  －

（うち少数株主持分（千円）） （ ） － （ ） －

普通株式に係る期末の純資産額（千円）  1,999,679  2,144,409

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株） 
 5,847,596  5,921,596

  
前連結会計年度 

（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年６月１日 

至 平成25年５月31日） 

１株当たり当期純利益     

当期純利益（千円）  225,768  86,772

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  225,768  86,772

期中平均株式数（株）  5,836,138  5,893,200

      

潜在株式調整後１株当たり当期純利益     

当期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  55,018  34,273

（うち新株予約権（株）） （ ） 55,018 （ ） 34,273

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式

の概要 

―――――― 
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 該当事項はありません。  

  

 連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フ

ロー計算書、リース取引、金融商品、有価証券、関連当事者との取引、退職給付、ストック・オプション等、

税効果会計、資産除去債務に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考え

られるため開示を省略しております。 

 なお、デリバティブ取引、企業結合等、賃貸等不動産、開示対象特別目的会社については、該当ありませ

ん。 

  

（重要な後発事象）

（開示の省略）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年５月31日) 

当事業年度 
(平成25年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 655,747 564,515

受取手形 8,356 3,704

売掛金 3,219,009 3,622,585

商品 2,066,366 2,343,455

貯蔵品 8,237 14,231

前払費用 110,717 99,786

繰延税金資産 106,045 85,745

未収入金 327,638 409,673

預け金 195,160 173,375

その他 6,288 7,494

貸倒引当金 △21,619 △18,323

流動資産合計 6,681,947 7,306,243

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,040,347 3,938,690

構築物（純額） 196,649 179,141

機械及び装置（純額） 229,101 241,732

工具、器具及び備品（純額） 258,596 206,838

土地 306,355 306,355

リース資産（純額） 134,642 193,767

建設仮勘定 3,517 682

有形固定資産合計 5,169,210 5,067,208

無形固定資産   

商標権 755 582

ソフトウエア 48,314 41,940

その他 4,868 5,113

無形固定資産合計 53,937 47,635

投資その他の資産   

投資有価証券 1,336,970 1,743,398

関係会社株式 40,500 40,500

出資金 5,640 5,640

破産更生債権等 68,993 10,880

長期前払費用 96,054 99,293

繰延税金資産 204,822 161,103

建設協力金 352,445 322,954

敷金及び保証金 751,473 763,926

その他 62,834 47,056

貸倒引当金 △83,033 △24,500

投資その他の資産合計 2,836,700 3,170,252

固定資産合計 8,059,848 8,285,096

資産合計 14,741,795 15,591,340
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年５月31日) 

当事業年度 
(平成25年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 27,933 24,516

買掛金 3,985,235 4,537,704

短期借入金 1,600,000 1,200,000

1年内返済予定の長期借入金 1,937,120 2,076,986

リース債務 2,138 7,051

未払金 473,793 489,899

未払費用 32,180 26,540

未払法人税等 153,080 51,179

未払消費税等 70,352 30,109

賞与引当金 143,352 126,380

ポイント引当金 25,283 31,706

その他 19,765 22,303

流動負債合計 8,470,235 8,624,379

固定負債   

長期借入金 3,606,553 3,915,619

リース債務 8,082 49,034

退職給付引当金 175,206 202,697

役員退職慰労引当金 209,674 231,385

資産除去債務 232,714 243,972

その他 23,600 43,606

固定負債合計 4,255,831 4,686,315

負債合計 12,726,067 13,310,694

純資産の部   

株主資本   

資本金 464,302 475,032

資本剰余金   

資本準備金 368,174 378,830

資本剰余金合計 368,174 378,830

利益剰余金   

利益準備金 70,000 70,000

その他利益剰余金   

別途積立金 300,000 300,000

繰越利益剰余金 907,028 1,055,175

利益剰余金合計 1,277,028 1,425,175

自己株式 △33,901 △33,901

株主資本合計 2,075,603 2,245,136

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △59,875 35,509

評価・換算差額等合計 △59,875 35,509

純資産合計 2,015,728 2,280,645

負債純資産合計 14,741,795 15,591,340
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 39,869,626 41,259,028

売上原価   

商品期首たな卸高 1,729,554 2,066,366

当期商品仕入高 31,970,392 33,185,531

合計 33,699,946 35,251,897

商品期末たな卸高 2,066,366 2,343,455

商品売上原価 31,633,580 32,908,442

売上総利益 8,236,046 8,350,586

販売費及び一般管理費 7,741,843 7,967,930

営業利益 494,202 382,656

営業外収益   

受取利息 13,514 12,533

受取配当金 8,505 5,851

受取賃貸料 39,253 42,506

受取手数料 16,005 17,969

その他 28,504 28,092

営業外収益合計 105,784 106,953

営業外費用   

支払利息 51,758 51,031

社債利息 599 －

貸倒引当金繰入額 900 －

賃貸費用 34,377 38,417

固定資産除売却損 5,057 17,576

その他 4,775 7,130

営業外費用合計 97,468 114,156

経常利益 502,517 375,453

特別利益   

投資有価証券売却益 25,892 233

特別利益合計 25,892 233

特別損失   

固定資産除売却損 17,250 －

投資有価証券売却損 519 －

投資有価証券評価損 13,637 －

特別損失合計 31,407 －

税引前当期純利益 497,003 375,687

法人税、住民税及び事業税 225,223 155,588

法人税等調整額 29,970 13,106

法人税等合計 255,194 168,695

当期純利益 241,808 206,992
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 461,808 464,302

当期変動額   

新株の発行 2,494 10,730

当期変動額合計 2,494 10,730

当期末残高 464,302 475,032

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 365,697 368,174

当期変動額   

新株の発行 2,476 10,656

当期変動額合計 2,476 10,656

当期末残高 368,174 378,830

資本剰余金合計   

当期首残高 365,697 368,174

当期変動額   

新株の発行 2,476 10,656

当期変動額合計 2,476 10,656

当期末残高 368,174 378,830

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 70,000 70,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 70,000 70,000

その他利益剰余金   

別途積立金   

当期首残高 300,000 300,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 300,000 300,000

繰越利益剰余金   

当期首残高 723,564 907,028

当期変動額   

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 241,808 206,992

当期変動額合計 183,464 148,146

当期末残高 907,028 1,055,175

利益剰余金合計   

当期首残高 1,093,564 1,277,028

当期変動額   

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 241,808 206,992

当期変動額合計 183,464 148,146

当期末残高 1,277,028 1,425,175
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成23年６月１日 

 至 平成24年５月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年６月１日 

 至 平成25年５月31日) 

自己株式   

当期首残高 △33,901 △33,901

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 △33,901 △33,901

株主資本合計   

当期首残高 1,887,168 2,075,603

当期変動額   

新株の発行 4,970 21,386

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 241,808 206,992

当期変動額合計 188,435 169,532

当期末残高 2,075,603 2,245,136

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △38,561 △59,875

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △21,314 95,385

当期変動額合計 △21,314 95,385

当期末残高 △59,875 35,509

評価・換算差額等合計   

当期首残高 △38,561 △59,875

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △21,314 95,385

当期変動額合計 △21,314 95,385

当期末残高 △59,875 35,509

純資産合計   

当期首残高 1,848,607 2,015,728

当期変動額   

新株の発行 4,970 21,386

剰余金の配当 △58,343 △58,845

当期純利益 241,808 206,992

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △21,314 95,385

当期変動額合計 167,121 264,917

当期末残高 2,015,728 2,280,645
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 該当事項はありません。  

  

 当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年６月１日以後に取得した有形固定資産については、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益は、それぞれ9,520

千円増加しております。 

  

（損益計算書）  

 前事業年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、営業外収益の総額の

100分の10を超えたため、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、

前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。  

 この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた9,832千円は、「固

定資産除売却損」5,057千円、「その他」4,775千円として組み替えております。 

  

 (1）役員の異動 

 役員の異動につきましては、本日（平成25年７月12日）発表の「代表取締役の異動及び役員人事に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（６）表示方法の変更

６．その他
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